
桜色の風に乗せて
いつまでもどこまでも

（４月７日　桜が満開となった大法師公園）

平成 29 年 5月号　No.86

今月のみどころ
・平成 29年度当初予算
・シリーズ 7大事業
　②児童センター
【くらしのカレンダー】
・ヴァンフォーレ甲府
　ホームタウンサンクスデー
・総合健康診査



会　　計　　名 予　算　額 前年度比
一　般　会　計 82億 3,697 万 7千円 10.3 ％
特　別　会　計 53億 598 万 8千円 △ 2.3 ％
国民健康保険 20億 2,738 万 4千円 △ 3.3 ％
後期高齢者医療 3億 6,558 万 7千円 △ 1.3 ％
介護保険 18億 3,456 万 4千円 1.3 ％
介護サービス事業 9,643 万 7千円 △ 5.4 ％
奨学金 72万円 0.0 ％
簡易水道事業 1億 2,934 万 6千円 △ 43.9 ％
下水道事業 8億 2,986 万 5千円 4.6 ％
営農飲雑用水事業 246 万 7千円 △ 33.8 ％
箱原農業集落排水事業 1,647 万 4千円 3.2 ％
鹿島財産区 8万 9千円 △ 3.3 ％
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 44 万 6千円 △ 15.5 ％
峡南地区ことばの教室共同設置 173 万 3千円 0.0 ％
峡南地区充指導主事共同設置 87万 6千円 0.0 ％
公営企業会計 4億 1,280 万 8千円 28.5 ％
水道事業 4億 1,280 万 8千円 28.5 ％

　
平
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。

　
今
年
度
の
予
算
は
、厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
も
、「
第
1
次
富
士
川
町

総
合
計
画
」
に
定
め
た
6
つ
の
基
本
目
標
を
中
心
に
、
定
住
促
進
事
業
や
地
方

創
生
事
業
の
展
開
を
進
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
防
災
・
防
犯

体
制
の
整
備
拡
充
な
ど
の
諸
施
策
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
の
着
実
な
実
行
に
努
め
、
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
に
よ

る
行
政
の
効
率
化
を
図
っ
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
町
の
予
算
の
詳
細
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

町民1人当たりの
予　算

528,859円
※一般会計の予算額を平成
29 年 4 月 1 日現在の町の
人口 15,575 人で割ったも
のです。

予 算 用 語 説 明
一般会計…町の行政運営の基本的な経費が計上される会計
特別会計…特定の事業を行うため、一般会計と区別して処理す
る会計
公営企業会計…事業収入により経営する会計
町　税…町民税・固定資産税など皆さんが町に納める税金
地方交付税…所得税など国が徴収した税金の中から、町の財政
状況に応じて交付されるお金
国・県支出金…事業など特定の目的の財源として、国や県から
支出されるお金

町　債…事業を行うために国や金融機関から借り入れるお金
繰入金…一般会計、特別会計、基金の会計間におけるお金の移
動を表す言葉
扶助費…児童手当や法令により障がい者・高齢者などに支給す
るお金
普通建設事業費…道路、学校など公共施設の整備などに使う
お金
繰出金…特別会計・企業会計への繰出金

【議会費】
5,090 円

議会の運営・活動
に

【商工費】
7,708 円

商工業・観光の振
興に

【総務費】
60,484 円

防災や公共交通の
整備に

【土木費】
74,199 円

道路・橋などの整
備・維持管理に

【民生費】
149,529 円

高齢者・障がい者・
子どもの支援に

【消防費】
22,066 円

消防・防災に

【農林水産業費】
14,420 円

農業・林業の振興
に

【公債費】
60,233 円

町の借金の返済に

【衛生費】
88,099 円

保健やごみ処理に

【教育費】
42,312 円

学校・社会教育・
文化・スポーツに

〜“暮らしと自然が輝く交流のまち”を目指して〜
平成29年度

富士川町当初予算
一般会計は

82億 3,697万 7千円
対前年度比10.3 ％増
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歳　　　　　　　　入
町 税 13億 9,725 万 2千円
地 方 交 付 税 24億 5,000 万円
国 ・ 県 支 出 金 10億 6,480 万 1千円
使 用 料 及 び 手 数 料 9,706 万 2千円
分 担 金 及 び 負 担 金 1億 84万 6千円
町 債 8億 6,850 万円
繰 入 金 13億 2,300 万 4千円
そ の 他 9億 3,551 万 2千円

歳　　　　　　　　出
議 会 費 7,926 万 9千円
総 務 費 9億 4,204 万 1千円
総 務 管 理 費 5億 2,591 万 4千円
徴 税 費 1億 1,550 万 8千円
戸籍住民基本台帳費 3,782 万 2千円
選 挙 費 81万 6千円
企 画 費 2億 6,073 万 8千円
統 計 調 査 費 77万 9千円
監 査 委 員 費 46万 4千円
民 生 費 23億 2,891 万 7千円
社 会 福 祉 費 13億 3,629 万 4千円
児 童 福 祉 費 9億 9,262 万 3千円
衛 生 費 13億 7,214 万 9千円
保 健 衛 生 費 11億 2,045 万 8千円
清 掃 費 2億 5,169 万 1千円
労 働 費 800 万円
農林水産業費 2億 2,460 万 5千円
農 業 費 1億 8,103 万 7千円
林 業 費 1,912 万 4千円
地 籍 調 査 費 2,444 万 4千円
商 工 費 1億 2,005 万 4千円
土 木 費 11億 5,565 万 2千円
土 木 管 理 費 5,608 万 3千円
道 路 橋 梁 費 4億 581 万 1千円
河 川 費 677 万 4千円
都 市 計 画 費 4億 3,092 万 6千円
住 宅 費 5,642 万 8千円
ま ち づ く り 推 進 費 1億 9,963 万円
消 防 費 3億 4,368 万 5千円
教 育 費 6億 5,900 万 8千円
教 育 総 務 費 1億 3,981 万 6千円
小 学 校 費 1億 3,308 万 6千円
中 学 校 費 9,195 万 5千円
社 会 教 育 費 1億 1,806 万 4千円
保 健 体 育 費 1億 343 万 6千円
学 校 給 食 費 5,680 万 3千円
町 民 会 館 費 1,584 万 8千円
災 害 復 旧 費 304 万円
公 債 費 9億 3,813 万 5千円
諸 支 出 金 5,542 万 2千円
公 営 企 業 費 4,829 万 6千円
基 金 費 712 万 6千円
予 備 費 700 万円
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■　総務費・消防費　■
峡南広域行政組合に関する費用� 3 億 6,539 万 6千円

議会・総務費� 1,559 万 8千円
計算センター� 3,168 万 4千円
電算システム� 2,529 万 4千円
広域ネット� 826 万 3千円
老人ホーム（民生費）� 955 万円
障害程度区分認定（民生費）�123 万 6千円
消防費� 2 億 7,377 万 1千円

新庁舎整備測量調査等業務� 842 万 4千円
通学路カラー化工事� 150 万円
中山間地域等住宅用地取得費補助金� 560 万円
地域力創造交付金� 1,026 万 6千円
デマンドバス・代替バスなど生活推進費� 7,159 万 6千円
消防団運営費など非常備消防費� 2,351 万 2千円
防災行政無線移設工事� 820 万 8千円

■　民　生　費　■
養護老人ホーム入所措置費� 1,596 万円
障害者自立支援給付費� 3 億 4,038 万円
子ども医療費� 6,000 万円
児童手当� 2 億 1,240 万円
出産祝金� 535 万円
保育所総務費� 3 億 4,369 万 9千円
新ますほ児童センター建設設計業務� 2,100 万円
新ますほ児童センター建設工事など� 2 億 56 万 4千円

■　衛　生　費　■
峡南医療センター企業団運営負担金� 3 億 1,079 万円
峡南医療センター企業団貸付金� 4 億 5,000 万円
高齢者インフルエンザ予防など予防接種� 3,401 万円
特定健康診査など健康診査業務� 4,772 万 5千円
浄化槽設置整備事業補助金� 522 万 2千円
太陽光発電システム設置補助金� 255 万円
一般廃棄物収集業務委託など� 8,177 万 7千円
中巨摩地区広域事務組合等負担金� 9,850 万 4千円

■　農林水産業費・商工費　■
畔沢農道整備など工事� 2,534 万 5千円
中山間地域総合整備事業� 4,550 万 2千円
農地環境整備事業� 805 万円
活性化施設費� 164 万 5千円
林地台帳作成業務� 563 万 7千円
地籍調査費� 2,444 万 4千円
商工会事業設備等利子補給など補助金� 1,524 万円
ふるさと自然塾事業費� 624 万 5千円

■　土　木　費　■
橋梁長寿命化橋梁補修工事� 2,050 万円
リニア側道測量設計業務� 2,100 万円
富士川公園線など道路改良舗装工事� 1 億 2,460 万円
大椚大久保線など道整備交付金事業� 4,972 万 5千円
下水道事業特別会計繰出金� 3 億 9,293 万 5千円
危険空き家解体費補助� 250 万円
町民交流広場建設工事� 1 億 6,250 万円
シビックコア建設予定地調査業務� 188 万 2千円

■　教　育　費　■
町内小・中学校トイレ洋式化工事� 180 万円
増穂中学校空調設備設置工事� 464 万 4千円
ICT教育機器購入費� 547 万 6千円
ますほ文化ホール指定管理料� 3,006 万 9千円
ますほ文化ホール音響設備リース料� 1,007 万円
（仮）町民図書館建設設計業務� 1,698 万 8千円
殿原スポーツ公園トイレ増設工事� 748 万 3千円
町民会館管理費� 1,584 万 8千円

一般会計　おもな歳出内容

◀
延
伸
さ
れ
る
町
道
大
椚
大
久
保
線

◀
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
た
ま
す
ほ

文
化
ホ
ー
ル

◀
出
産
祝
金
の
支
給
な
ど
充
実

す
る
子
育
て
支
援

◀
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

の
補
助
金
制
度
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町
で
は
、
お
子
さ
ん
の
誕
生
を
祝
い
、
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
4
月
1

日
か
ら
出
産
祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
平
成
29
年
4
月
1
日
以
後
に
出
生
し
た
子
と
同
居
し
、監
護
し
、か
つ
生
計

を
維
持
す
る
父
ま
た
は
母
で
、
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

支
給
額

申
請
方
法

　
お
子
さ
ん
の
出
生
の
日
か
ら
30
日
以
内
に
子
育
て
支
援
課
窓
口
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

・
印
鑑

・
振
込
先
が
わ
か
る
も
の
（
お
子
さ
ん
の
父
ま
た
は
母
の
名
義
の
も
の
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
支
援
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

町の経済の発展のため
中小企業及び小規模企業振興基本条例を制定しました

　町の中小企業や小規模企業を取り巻く環境は、人口減少や高齢化、社会経済情勢の変化により、売り上げ減少な
どさまざまな課題を抱えています。町内事業所は、中小企業や小規模企業で成り立っており、町の地域活性化にな
くてはならない存在です。
　そこで中小企業や小規模企業の活性化を図り、町の経済の持続的な発展と町民生活の向上のため、「富士川町中小
企業及び小規模企業振興基本条例」を制定し、4月1日から施行されています。
　この条例は、町民の皆さんをはじめ、町や関係機関など、それぞれの責任や役割を明確にして、町が一体となっ
て中小企業や小規模企業を応援するために制定されたものです。

関係者の責務と役割

【責務】
・中小企業などの振興施策を
総合的、計画的に推進　など

【役割】
・経営改善への積極的
支援
・町の施策への協力

　など

【役割】
・円滑な資金供給、経営相談　など

【責務】
・経営基盤強化、人材育成
・地域資源の利活用
・商工会への加入　など

　【役割】
・中小企業などが生産、製造
などしたものの購入、サービ
スの利用　など

【役割】
・中小企業などが取り
組む事業活動、人材育
成、研究への協力

　など

【役割】
・中小企業などとの連携・協力
・町が実施する施策への協力　など

中小企業などに対して、今年度町
が新たに実施する事業

◆商工業事業振興資金利子補給金
事業
　資金の融資を受けた商工業者に
対し利子補給金を交付します。

◆産業立地事業費助成金事業
　固定資産税相当額を奨励金とし
て 5年間交付します。

◆サテライトオフィス支援事業補
助金
　町外企業が空き家などを利用
し、サテライトオフィスを開設す
るための経費を3年間補助します。

※詳しくはお問い合わせください

●お問い合わせ　産業振興課　商工振興担当　☎22－7202

出
産
祝
金
を
支
給
し
ま
す

町 町民

教育機関

金融機関

中小企業
小規模企業

大企業

商工会

第1子� 30,000円
第 2子� 50,000円
第 3子以降� 100,000円
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◆
公
平
委
員
会
委
員

　
平
成
29
年
第
1
回
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
長
澤
良
子
氏
（
天
神
中

條
）
を
再
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

◆
行
政
相
談
委
員

　
総
務
大
臣
よ
り
次
の
方
々
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
29
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
31
年
3
月
31
日

ま
で
の
2
年
間
で
す
。

㓛
刀
千
秋
氏
（
天
神
中
條
）

依
田
貞
子
氏
（
中
部
）

※
毎
月
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
行
政
相
談

は
、
総
務
省
が
実
施
し
て
い
る
業
務

で
、
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
国

民
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
受

け
付
け
、
そ
の
苦
情
の
解
決
や
要
望

を
実
現
す
る
た
め
に
、
公
正
・
中
立

の
立
場
か
ら
関
係
行
政
機
関
に
必
要

な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
行
政
の
制
度

お
よ
び
運
営
の
改
善
を
図
る
制
度
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
4
月
3
日（
月
）、平
成
29
年
度
富

士
川
町
消
防
団
任
命
式
が
行
わ
れ
、

団
長
訓
示
、
町
長
告
示
、
団
員
任
命

な
ど
が
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
退
団
者
、入
団
者
お
よ
び
新
役
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略
・
カ
ッ

コ
内
は
分
団
名
）

◆
退
団
者

《
分
団
長
》

深
沢
浩
太
（
1
）
志
村
祐
一
（
3
）

依
田
隆
秀
（
4
）
深
澤
俊
也
（
6
）

深
澤
公
雄
（
8
）

《
部
長
》

深
澤
正
樹
（
1
）
横
内
太
加
志
（
1
）

《
班
長
》

神
田
明
彦
（
2
）
大
久
保
篤
志
（
3
）

《
団
員
》

佐
藤
祐
哉
（
1
）
井
上
倫
範
（
2
）

倉
田
和
弥
（
4
）
寺
井
政
敏
（
5
）

平
田
勇
一
（
5
）
樋
口
修
也
（
6
）

川
口
信
二
（
7
）
齊
藤
誠
士
（
7
）

深
沢
𠮷
喜
（
7
）
中
村
資
春
（
7
）

村
松
誠
崇
（
7
）

◆
入
団
者

《
団
員
》

望
月
恭
彦
（
1
）
細
野
裕
也
（
2
）

千
頭
和
拓
馬
（
2
）
初
鹿
健
太
（
2
）

一
瀬
大
夢
（
2
）
小
林
泰
之
（
2
）

秋
山
智
樹
（
3
）
武
内
和
昌
（
4
）

望
月
雅
城
（
4
）
秋
山
謙
太
（
5
）

廣
瀬
光
寛
（
6
）
深
澤
秀
明
（
7
）

◆
新
役
員

《
副
団
長
》　
樋
口
俊
也

《
分
団
長
》

秋
山
和
司
（
1
）
樋
口
正
紀
（
2
）

金
丸
正
樹
（
3
）
深
澤
公
一
郎
（
4
）

依
田
和
也
（
5
）
山
田
昌
志
（
6
）

栁
澤
明
仁
（
7
）
伊
藤
正
史
（
8
）

深
澤
一
仁
（
9
）

《
副
分
団
長
》

井
上
宏
樹
（
1
）
清
水
直
樹
（
2
）

入
倉　
司
（
3
）
笹
本　
聖
（
4
）

大
森
夏
樹
（
5
）
望
月　
謙
（
6
）

一
木
昌
宏
（
7
）
野
中
昭
彦
（
8
）

樋
口
一
也
（
9
）

《
部
長
》

野
中
教
義
（
1
）
神
田
和
久
（
1
）

深
沢
隼
人
（
2
）
秋
山
達
哉
（
3
）

井
上　
明
（
4
）
秋
山
和
仁
（
5
）

小
池
公
次
（
6
）
中
込
正
行
（
7
）

志
村
和
宏
（
7
）
深
澤
富
男
（
8
）

依
田
文
哉
（
8
）
保
坂　
学
（
8
）

依
田
卓
也
（
9
）

《
班
長
》

鮫
田
裕
介
（
1
）
谷　
浩
貴
（
1
）

長
澤
俊
一
（
1
）
井
上　
卓
（
2
）

加
賀
美
渓
（
2
）
秋
山
利
也
（
3
）

池
岡
幸
夫
（
3
）
渡
邉
和
哉
（
4
）

依
田
哲
哉
（
4
）
神
田
高
仁
（
5
）

井
上
太
一
（
6
）
大
森　
充
（
7
）

栁
澤
弘
征
（
7
）
川
口　
達
（
8
）

樋
口
哲
也
（
8
）
保
坂
伸
也
（
8
）

望
月
勇
太
郎
（
8
）
望
月
佳
樹
（
9
）

《
機
械
係
》

井
上
洋
一
（
1
）
石
川
耕
平
（
1
）

志
村　
斐
（
1
）
杉
田
孝
輔
（
1
）

大
久
保
喬
（
2
）
秋
山　
亮
（
2
）

市
川
雅
一
（
3
）
市
川
泰
樹
（
3
）

深
澤
直
紀
（
4
）
遠
藤
政
樹
（
4
）

堀
内
敬
士
（
5
）
古
郡
弘
之
（
6
）

仙
洞
田
和
也
（
6
）
坂
本
純
一
（
7
）

小
林
洸
太
（
7
）
高
野
徳
仁
（
7
）

依
田
大
地
（
9
）

《
ラ
ッ
パ
隊
長
》　
秋
山
真
樹
（
3
）

《
ラ
ッ
パ
隊
員
》

細
野
裕
也
（
2
）
千
頭
和
拓
馬
（
2
）

荒
居
祥
太
（
4
）
秋
葉
瑞
穂
（
5
）

井
上
竜
一
（
6
）
坂
本
純
一
（
7
）

《
広
報
啓
発
班
長
》

芦
澤
晶
子

《
副
班
長
》

秋
山
麻
衣
子

《
班
員
》

大
柴
美
佳
、大
野　
萌
、折
居　
恵
、

伊
藤
若
菜
、
深
澤
麻
貴
、
田
辺
菜
々

美

　
消
防
団
の
組
織
の
活
性
化
や
女
性

の
持
つ
ソ
フ
ト
な
面
を
活
か
し
た
消

防
団
活
動
を
行
う
女
性
消
防
団
員
が

入
団
し
ま
し
た
。
団
員
は
、
広
報
啓

発
班
と
し
て
、
火
災
予
防
の
広
報
啓

発
、
応
急
手
当
の
普
及
、
高
齢
者
へ

の
防
火
教
育
な
ど
「
女
性
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
活
動
」
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

消
防
団
任
命
式

人

事

人

事

消
防
団
任
命
式

女
性
消
防
団
員
が

入
団
し
ま
し
た
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◇
募
集
方
法

①
町
内
の
個
人
ま
た
は
団
体
な
ど
か

ら
の
推
薦

②
農
業
者
、
農
業
者
が
組
織
す
る
団

体
な
ど
か
ら
の
推
薦

③
一
般
募
集
（
応
募
）

◇
応
募
資
格

　
五
開
区
の
農
業
に
関
す
る
識
見
を

有
し
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
関
す
る
事
項
、
そ
の
他
農
業
委
員

会
の
業
務
に
属
す
る
事
項
に
対
し
て

適
切
に
職
務
を
遂
行
で
き
る
方

◇
募
集
期
間

　
5
月
1
日
（
月
）
〜
24
日
（
水
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分　

※
土
日
祝
日
を
除
く

◇
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
提
出

※
応
募
用
紙
は
、
農
業
委
員
会
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
任
期

　
委
嘱
の
日
〜
平
成
31
年
7
月
19
日

◇
主
な
業
務

　
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
に
向
け

た
農
地
所
有
者
へ
の
働
き
か
け
、
農

地
の
貸
し
手
や
借
り
手
の
掘
り
起
し

活
動
な
ど

◇
選
任
方
法

　
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
書
類

審
査
を
行
い
、
農
業
委
員
会
が
委
嘱

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
22
―
7
2
0
2

◇
応
募
資
格

○
町
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

の
方

○
町
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
務
所
を

有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
そ
の
他
団

体◇
応
募
期
間

　
5
月
1
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分　

※
土
日
祝
日
を
除
く

◇
応
募
方
法

　
愛
称
の
解
説
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
町

民
生
活
課
窓
口
、
郵
送
、
F
A
X
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

◇
郵
送
先

〒
4
0
0
―
0
5
9
2

天
神
中
條
1
1
3
4

町
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当
あ
て

F
A
X　
22
―
8
6
6
6

電
子
メ
ー
ル

choum
in@
tow
n.fujikaw

a.lg.jp

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

　
平
成
29
年
度
、
区
長
が
決
ま
り
ま

し
た
。
地
域
の
代
表
と
し
て
1
年
間

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
区
長

　
佐
塚
孝
之
（
最
勝
寺
）

　
長
澤
正
人
（
天
神
中
條
）

　
秋
山
健
造
（
大
久
保
）

　
加
賀
美
誠
（
𣇃
米
）

　
大
森
浩
文
（
小
林
）

　
依
田　
實
（
長
澤
）

　
田
中
四
郎
（
大
椚
）

　
笹
本　
正
（
青
柳
町
）

　
中
込
廣
男
（
平
林
）

　
深
澤
和
彦
（
穂
積
）

　
望
月　
眞
（
鰍
沢
北
）

　
望
月
一
仁
（
鰍
沢
中
）

　
深
澤　
隆
（
鰍
沢
南
）

　
戸
田
泰
明
（
中
部
）

　
時
田
崇
行
（
五
開
）

※
な
お
、
区
長
の
顔
写
真
お
よ
び
区

長
代
理
の
ご
紹
介
に
つ
い
て
は
、
次

号
で
掲
載
し
ま
す
。

五
開
区
の
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
五
開
区（
第
8
区
）を
担
当
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
欠
員
に
伴

い
、当
該
区
の
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

「
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
」
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す
！

　
町
で
は
、町
民
や
事
業
者
な
ど
の
協
働
に
よ
り
、ご
み
の
発
生
を
抑
制
す
る

こ
と
や
再
利
用
す
る
こ
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
を
減
量

し
、町
民
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、条
例
を

一
部
改
正
し
、7
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
条
例
を
皆
さ
ん
が
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
き
、ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
へ
の
転
換
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
条
例
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

区
長
紹
介

区
長
紹
介

た
と
え
ば
…

「
し
ま
つ
の
こ
こ
ろ
条
例
」

（
京
都
市
）
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FUJIKAW
A - PROJECT

ふ
じ
か
わ
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
町
で
は
、
現
在
直
面
し
て
い
る
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、「
7
つ
の
大
規

模
事
業
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
広

報
「
ふ
じ
か
わ
」
2
月
号
で
、
そ
の

事
業
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
、
よ
り

具
体
的
な
内
容
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
7
つ
の
大
規
模
事

業
を
1
つ
ず
つ
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
児
童
セ
ン
タ
ー（
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
）」に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

背
　
　
景

　
2
0
2
7
年
に
東
京
・
品
川
〜
名

古
屋
間
で
開
通
予
定
の
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
ル
ー
ト
は
、
本
町
の
北
部

か
ら
西
側
を
通
過
し
南
進
す
る
計
画

で
あ
り
、
そ
の
ル
ー
ト
上
に
ま
す
ほ

児
童
セ
ン
タ
ー
が
位
置
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
リ
ニ
ア
建
設
計
画

に
伴
い
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
移
転
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
小
学
校
に
よ
り
近
く
安

全
で
安
心
し
て
通
い
、
遊
べ
る
場
所

を
選
定
し
、
子
育
て
中
の
親
子
、
毎

日
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
、
中
高
生

や
地
域
の
方
々
の
心
地
よ
い
居
場
所

と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
児
童
セ
ン
タ
ー
と
は
、
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
児
童
厚
生
施
設
で
あ

り
、
妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
児
童
セ
ン

タ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
康
に

健
や
か
に
育
つ
た
め
の
環
境
づ
く
り

や
健
全
な
遊
び
場
と
機
会
を
提
供

し
、
心
身
の
健
康
を
増
進
す
る
と
と

も
に
情
緒
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
、

放
課
後
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
た

め
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に

児
童
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
保
護
者

の
代
わ
り
に
遊
び
や
指
導
を
行
う
事

業
で
す
。
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で

児
童
の
健
全
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

整
備
内
容

　
町
の
宝
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の
育

ち
を
支
援
す
る
拠
点
施
設
、
夢
の
あ

る
子
ど
も
の
城
と
し
て
、
心
地
よ
い

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
健
全
育

成
の
推
進
、
子
育
て
家
庭
な
ど
の
相

談
、地
域
と
の「
つ
な
が
り
」や
人
々

の
「
絆
」
を
大
切
に
し
、
児
童
セ
ン

タ
ー
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー
機
能
と

し
て
集
会
室
や
遊
戯
室
、
図
書
・
学

習
室
、
創
作
活
動
室
を
計
画
し
、
併

せ
て
母
子
保
健
事
業
と
な
る
乳
幼
児

健
診
や
相
談
事
業
も
行
え
る
よ
う
、

各
部
屋
の
配
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
機

能
と
し
て
は
、
40
人
定
員
の
教
室
3

室
を
計
画
し
、
1
2
0
人
の
児
童
が

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
で
き
る

よ
う
整
備
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
4
月
の
開
所
を
目
指

し
、
今
年
度
の
秋
に
は
実
施
設
計
が

完
成
し
、
そ
の
後
工
事
に
着
手
し
て

い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
保
育
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

町民図書館

給食センター

役場庁舎 側道整備

町民体育館

Series
シリーズ

7大事業②

児
童
セ
ン
タ
ー

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

町民交流広場

児童センター

概算事業費の内訳
（単位：千円）

概算事業費

財源内訳

国県支出金
（国・県から交付さ
れる補助金など）

地方債
（借入金） 一般財源

1,000,000 24,000 976,000 0
※現時点の想定であり、実際の支出とは異なります。

▲定期的に行われる親子の交流会

▲建設予定地（最勝寺地区）

児
童
セ
ン
タ
ー

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
と
は
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4
月
1
日
付
け
で
町
職
員
の
人
事

異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
財
務
課
内
の
リ
ニ
ア

対
策
担
当
を
「
リ
ニ
ア
対
策
室
」
へ

昇
格
さ
せ
、子
育
て
支
援
課
内
へ「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
政
策
秘
書
課
内
の
政

策
補
佐
を
独
立
さ
せ
て
町
長
直
轄
と

し
、
企
画
担
当
と
推
進
担
当
を
統
合

し
て
、企
画
推
進
担
当
と
し
ま
し
た
。

（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

◎
昇
任
・
配
置
換
え

【
会
計
管
理
者
】（
税
務
課
長
）
田
辺

明
弘

【
政
策
補
佐
】

▼
望
月
聡
（
産
業
振
興
課
長
補
佐
兼

農
林
振
興
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
▼
渡
辺

成
昭
（
政
策
秘
書
課
政
策
補
佐
）

【
政
策
秘
書
課
】

▼
企
画
推
進
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
財
務

課
人
事
給
与
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
西
川

修
司
▼
広
聴
広
報
担
当
（
福
祉
保
健

課
）
齊
藤
美
菜
子
▼
秘
書
担
当
（
管

財
課
）
小
林
大
輔
▼
企
画
推
進
担
当

（
県
市
町
村
課
派
遣
）
佐
野
史
剛

【
財
務
課
】

▼
リ
ニ
ア
対
策
室
長
（
政
策
秘
書
課

政
策
補
佐
）
樋
口
一
也
▼
課
長
補
佐

兼
人
事
給
与
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
会
計

課
長
補
佐
兼
会
計
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

野
中
充
香
▼
財
政
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
財
務
課
行
政
担
当
リ
ー
ダ
ー
）井
上

誠
▼
行
政
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
税
務
課

資
産
税
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
依
田
文
哉

▼
リ
ニ
ア
対
策
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
財

務
課
）
齊
藤
義
慧

【
管
財
課
】

▼
契
約
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保
健

課
）
松
住
み
ゆ
き
▼
財
産
管
理
担
当

（
生
涯
学
習
課
）依
田
諭
▼
地
籍
調
査

担
当
（
都
市
整
備
課
）
秋
山
祐
紀

【
税
務
課
】

▼
課
長
（
教
育
総
務
課
長
）
永
井
た

か
ね
▼
税
務
監
（
税
務
課
滞
納
整
理

監
）
山
形
勝
也
▼
住
民
税
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
福
祉
保
健
課
介
護
福
祉
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
小
林
喜
文
▼
資
産
税
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー

企
業
団
）
中
澤
功
▼
徴
収
担
当
（
山

梨
県
税
事
務
所
）
芦
澤
克
久
▼
住
民

税
担
当
（
福
祉
保
健
課
）
長
澤
麻
子

▼
徴
収
担
当
（
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
）
長
澤
俊
一

【
防
災
課
】

▼
課
長
兼
交
通
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
財

務
課
長
補
佐
兼
財
政
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

深
澤
千
秋
▼
防
災
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
政
策
秘
書
課
推
進
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

望
月
博
仁

【
町
民
生
活
課
】

▼
課
長
（
子
育
て
支
援
課
児
童
セ
ン

タ
ー
館
長
）
松
井
清
美
▼
課
長
補
佐

兼
保
険
年
金
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
議
会

事
務
局
長
補
佐
兼
庶
務
兼
議
事
調
査

担
当
リ
ー
ダ
ー
）
小
林
恵
▼
保
険
年

金
担
当
（
管
財
課
）
秋
山
直
子
▼
保

険
年
金
担
当
（
政
策
秘
書
課
）
乙
黒

葉
月

【
福
祉
保
健
課
】

▼
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

長
（
町
民
生
活
課
長
）
佐
藤
洋
子
▼

介
護
福
祉
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
管
財
課

契
約
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
芦
澤
晶
子
▼

介
護
福
祉
担
当
（
町
民
生
活
課
）
中

込
厚
司
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
子
育
て
支
援
課
）池
田
愛
子
▼
介
護

福
祉
担
当
（
税
務
課
）
井
上
鮎
奈
▼

健
康
増
進
担
当
（
町
民
生
活
課
）
折

居
恵
▼
介
護
福
祉
担
当
（
町
民
生
活

課
）
斗
星
瑞
希

【
福
祉
保
健
課
付
け
】

▼
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
（
政

策
秘
書
課
企
画
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
海

野
公
哉

【
子
育
て
支
援
課
】

▼
課
長
兼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
長
（
子
育
て
支
援
課
長
）
大

堀
ゆ
か
り
▼
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

（
政
策
秘
書
課
政
策
補
佐
）遠
藤
悦
美

▼
児
童
支
援
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
産
業

振
興
課
商
工
振
興
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

一
之
瀬
三
千
▼
児
童
保
育
担
当
（
北

部
保
育
所
）
石
川
景
子
▼
第
1
保
育

所
長
（
北
部
保
育
所
長
）
望
月
美
里

▼
第
5
保
育
所
長（
南
部
保
育
所
長
）

窪
田
あ
ず
さ
▼
第
4
保
育
所
長
（
南

部
保
育
所
長
代
理
）
中
込
早
百
合
▼

第
3
保
育
所
長
（
子
育
て
支
援
課
）

溝
口
紀
代
美
▼
第
2
保
育
所
長
（
北

部
保
育
所
長
代
理
）
伊
藤
か
お
り
▼

第
2
保
育
所
（
南
部
保
育
所
）
小
澤

順
子
▼
第
1
保
育
所（
北
部
保
育
所
）

長
田
美
保
子
▼
第
4
保
育
所
（
南
部

保
育
所
）
池
上
広
美

【
産
業
振
興
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
農
林
振
興
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
財
務
課
長
補
佐
兼
リ
ニ
ア
対

策
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
長
澤
康
▼
商
工

振
興
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
子
育
て
支
援

課
児
童
支
援
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
望
月

奈
緒
美
▼
観
光
振
興
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
上
下
水
道
課
簡
易
水
道
担
当
リ
ー

ダ
ー
）
長
田
敏
宏

【
都
市
整
備
課
】

▼
住
宅
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
生
涯
学
習

課
社
会
体
育
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
森
川

学
▼
計
画
公
園
担
当（
上
下
水
道
課
）

秋
山
真
樹

【
上
下
水
道
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
下
水
道
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
山
形
謙
一
郎
▼
簡
易
水

道
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
防
災
課
防
災
担

当
リ
ー
ダ
ー
）
土
橋
学
▼
上
水
道
担

当
（
福
祉
保
健
課
）
山
下
慎
介

【
会
計
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
会
計
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
税
務
課
長
補
佐
兼
住
民
税
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
大
久
保
公
生

【
議
会
事
務
局
】

▼
庶
務
兼
議
事
調
査
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
運
営
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
秋
山
綾

【
教
育
総
務
課
】

▼
課
長
（
防
災
課
長
）
秋
山
佳
史
▼

課
長
補
佐
兼
総
務
学
校
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
教
育
総
務
課
総
務
学
校
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
齋
藤
栄
治

【
生
涯
学
習
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
社
会
体
育
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
観
光

振
興
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
依
田
正
紀

【
派
遣
】

▼
観
光
物
産
協
会
事
務
局
長
（
福
祉

保
健
課
長
）
依
田
一
利
▼
一
般
社
団

法
人
ふ
じ
か
わ 

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー

ル
事
務
局
長
（
生
涯
学
習
課
文
化
振

興
監
）
望
月
学
▼
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
（
都
市
整
備
課
住
宅
担

当
リ
ー
ダ
ー
）
雨
宮
正
貴
▼
県
リ
ニ

ア
用
地
事
務
所
（
上
下
水
道
課
）
堀

口
昭
義

◎
採
用

▼
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
担
当　
海

野
直
紀
▼
福
祉
保
健
課
障
害
福
祉
担

当　
古
屋
裕
紀
▼
町
民
生
活
課
戸
籍

担
当　
北
林
凌
▼
上
下
水
道
課
下
水

道
担
当　
佐
々
木
彪
暉

◎
退
職
（
3
月
31
日
付
け
）

▼
増
原
俊
郎
（
会
計
管
理
者
）
▼
堀

口
進
（
観
光
物
産
協
会
事
務
局
長
）

▼
永
安
健
亮
（
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

事
務
局
長
）
▼
樋
口
久
美
子
（
町
民

生
活
課
長
補
佐
兼
保
険
年
金
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
▼
秋
山
美
香
（
福
祉
保

健
課
）

庁
内
人
事

庁
内
人
事
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釜無川浄化センター

釜無川流域下水道 富士川３号幹線

全体計画区域

流域下水道幹線

平成２8年度供用開始済区域

平成２9年度供用開始区域

釜無川流域下水道

富士川１号幹線

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
良
く
し
、
川
の
水
質
を
守
る
目
的
で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
体

計
画
区
域
5
0
6・7
ha
の
う
ち
、
平
成
29
年
3
月
末
で
3
9
5
ha
の
区
域
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
8
割
以
上
の
家
庭
が
下
水
道
に
接
続
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
に
下
水
道
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
ら
、
1
日
も
早
く
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
上
下
水
道
課　
下
水
道
担
当　
☎
22
―
7
2
0
4

𣇃米公民館

ますほ文化ホール

まほらの湯

役場本庁舎

鰍沢小学校

鰍沢警察署

鰍沢口駅

平成29年度　供用開始対象地域

平成 29. 5 月号　No.86（10）



上
記
の
結
果
か
ら

▼
戸
川
上
流

　
こ
こ
数
年
、
清
潔
な
状
況
が
保
た

れ
て
い
ま
す
。

▼
戸
川
下
流

　
昨
年
度
は
、
大
腸
菌
群
数
が
環
境

基
準
値
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

▼
J
A
ふ
じ
か
わ
青
柳
支
店
の
裏

　
B
・
O
・
D
値
と
大
腸
菌
群
数
が

環
境
基
準
値
を
若
干
上
回
り
ま
し
た
。

▼
戸
川
・
畔
沢
川
合
流
点
下
流

　
大
腸
菌
群
数
が
環
境
基
準
値
を
若

干
上
回
り
ま
し
た
。

▼
大
柳
川
下
流

　
こ
こ
数
年
、
清
潔
な
状
況
が
保
た

れ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
で
き
る
排
水
対
策
！

　

河
川
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
下
水
道
施
設
へ
の
接
続
や
合

併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
河
川
を
汚
さ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
家
庭
で
で
き
る
次
の
排
水
対

策
を
実
施
す
る
よ
う
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

◎
汚
れ
た
食
器
は
、
洗
う
前
に
ぼ

ろ
布
な
ど
で
ふ
き
と
っ
て
か
ら
洗

い
ま
し
ょ
う
。

◎
台
所
の
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
ろ
紙

袋
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
な
ど
は

捨
て
ず
に
、
町
の
廃
食
油
の
収
集

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
お
米
の
と
ぎ
汁
は
、
植
木
な
ど

に
ま
き
ま
し
ょ
う
。

◎
浄
化
槽
を
適
切
に
管
理
し
、
定

期
的
に
保
守
点
検
・
清
掃
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
川
を
汚
す
原
因
の
大
半
は
、
私
た
ち
の
家
庭
か
ら
流
れ
出
る
生
活
排
水
で
す
。
こ
れ
は
主
に
ト
イ
レ
か
ら
排
出
さ
れ

る
し
尿
と
、
台
所
や
風
呂
場
、
洗
濯
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
河
川
が
汚
れ
て
い
る
と

魚
が
住
め
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
農
作
物
に
も
悪
影
響
を
与
え
、
浄
化
能
力
も
低
下
す
る
た
め
、
自
然
環
境
を
破
壊
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
河
川
の
汚
れ
を
監
視
す
る
た
め
年
1
回
、
町
内
の
河
川
13
箇
所
で
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
主
な

河
川
の
3
箇
年
の
水
質
状
況
検
査
結
果
を
比
較
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

〜
私
た
ち
の
川
を
守
ろ
う
〜

河
川
の
水
質
検
査
結
果
を
報
告
し
ま
す

採水場所 項目年度 PH B.O.D SS 大腸菌群数

戸川上流

H26 7.8 0.5 未満 1 33

H27 7.9 0.5 未満 1未満 49

H28 7.8 0.5 未満 1未満 130

戸川下流

H26 8 0.5 未満 1 790

H27 8.7 0.6 1 未満 330,000

H28 8 0.5 未満 1 790

ＪＡふじかわ
青柳支店の裏

H26 7.8 1.8 2 220,000

H27 7.6 5.6 2 70,000

H28 7.5 10 22 14,000

戸川・畔沢川
合流点下流

H26 8.2 0.5 未満 1未満 130

H27 8.2 0.5 未満 1未満 3,300

H28 8.1 0.6 未満 3 1,300

大柳川下流

H26 8.1 0.5 未満 1 130

H27 8 0.5 未満 1未満 79

H28 8 0.5 未満 1未満 130

用語解説
●PH（水素イオン濃度）
　酸性とアルカリ性の度合いを示す
指標。PH 7は中性を示し、 7を超
えるとアルカリ性、7未満は酸性を
示す。
●B.O.D（生物化学的酸素要求量）
　河川水の汚濁の程度を示す代表的
な指標として使われる。この数値が
大きいほど河川が汚れている。

●SS（浮遊物質量）
　水中に浮遊している粒径2㎜以下
の不溶性物質。数値が大きいほど汚
れている。
●大腸菌群数
　大腸菌はそれ自体、人の健康に有
害なものではなく、人畜の排泄物な
どによる汚濁の指標として「大腸菌
群」として使われる。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9
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「
富
士
川
町・市
川
三
郷
町
消
費
生

活
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
ま
し
た

　
町
と
市
川
三
郷
町
で
は
、
身
近
な

相
談
体
制
を
整
え
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
員
を
配

置
し
ま
し
た
。

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
両
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
消
費
生
活
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
悪
質

商
法
の
被
害
、
契
約
や
取
引
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
電
話
な
ど
を
利
用
し
た
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
、多
重
債
務
の
相
談
な
ど
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

・
出
前
講
座
も
行
い
ま
す
。
地
域
の

方
が
集
ま
る
機
会
や
各
種
学
習
会
な

ど
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
産
業
振
興

課
内
）（
午
前
9
時
〜
正
午
、午
後
1

時
〜
4
時
）

※
土
日
祝
日
は
除
く

　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
22
―
8
8
1
6

●
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
商
工
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

非
常
勤
・
嘱
託
職
員
募
集

▼
保
育
士

　
町
で
は
、
保
育
士
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す

る
方

◇
勤
務
先　
第
1
・
4
保
育
所

◇
業
務
内
容　
未
満
児
担
当

◇
採
用
人
数　
2
人

◇
採
用
期
間　
6
月
1
日
（
木
）
〜

◇
募
集
期
間　
5
月
10
日
（
水
）
ま

で
の
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◇
選
考
方
法　
面
接（
詳
細
は
後
日
）

◇
お
申
し
込
み　
履
歴
書
を
財
務
課

人
事
給
与
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
保
育
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

▼
簡
易
水
道
検
針
員

　
町
で
は
、
簡
易
水
道
の
検
針
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
業
務
内
容　
簡
易
水
道
検
針
員

（
2
か
月
に
1
度
で
1
件
に
つ
き
98

円
）

◇
採
用
人
員　
2
名

◇
資
格　
町
内
在
住
で
、
概
ね
60
歳

ま
で
の
身
体
健
康
な
方
（
要
普
通
運

転
免
許
）

◇
採
用
期
間　
5
月
24
日
（
水
）
〜

平
成
30
年
3
月
31
日
（
土
）

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
募
集
期
間　
4
月
26
日
（
水
）
〜

5
月
12
日
（
金
）

◇
お
申
し
込
み　
履
歴
書
を
上
下
水

道
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
簡
易
水
道
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
4

学
校
給
食
に
お
け
る
代
替
調
理

員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

　
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り

町
内
小
中
学
校
に
勤
務
す
る
代
替
調

理
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。
調

理
員
が
休
暇
の
日
に
、
代
わ
っ
て
勤

務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
職
種　
学
校
給
食
調
理
業
務

◇
資
格　
町
内
在
住
で
年
齢
65
歳
ま

で
の
身
体
健
康
な
方

◇
募
集
期
間　
5
月
1
日
（
月
）
〜

31
日
（
水
）

◇
勤
務
条
件

・
勤
務
場
所　
町
内
小
中
学
校

・
勤
務
日　
給
食
実
施
日
で
学
校
か

ら
要
請
の
あ
る
日（
月
に
3
日
程
度
）

・
勤
務
時
間　

1
日
7
時
間
45
分

（
学
校
に
よ
り
時
間
帯
が
異
な
り
ま

す
）

・
賃
金
日
額　
6
，5
1
0
円

◇
登
録
方
法　
履
歴
書
を
教
育
総
務

課　
総
務
学
校
担
当
へ
提
出

●
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課　
総
務
学
校
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

　
町
内
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
の
利
用

料
は
無
料
で
す
。
積
極
的
に
利
用
し

て
、
ゴ
ミ
の
出
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

お知らせ

Information

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

2/11 NPO法人　富士川夢未来
新春　酒の会 200 100 7.70 0.6

2/18 NPO法人　富士川夢未来
空土　蔵開きツアー 210 110 8.47 0.6

2/25 NPO法人　富士川夢未来
レジデンスクラブ　蔵開きツアー 210 110 8.47 0.6

合計 620 320 24.64 2
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「
防
災
ラ
ジ
オ
」

5
次
募
集
の
お
知
ら
せ

　
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
防
災
行
政
無
線

の
放
送
が「
聞
こ
え
な
い
」「
聞
き
取

り
に
く
い
」
な
ど
を
解
消
す
る
た
め

に
導
入
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

防
災
情
報
な
ど
を
屋
内
で
も
確
実
に

受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
販
売
価
格
■

　
1
7
，0
0
0
円
（
消
費
税・利
用

料
込
）

◇
音
声
が
聞
き
取
れ
な
い
方
に
は

　

放
送
内
容
を
文
字
で
表
示
す
る

「
文
字
表
示
型
防
災
ラ
ジ
オ
」（
3
3
，

5
0
0
円
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
購
入
の
際
は
、
補
助
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
※
要
申
請
）

◇
文
字
表
示
機
の
補
助
金

聴
覚
障
が
い
者�

1
1
，0
0
0
円

右
記
以
外
の
者�

8
，0
0
0
円

◇
申
し
込
み
と
受
け
取
り
方
法

　
申
込
用
紙
は
、
防
災
課
窓
口
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
限　
5
月
19
日（
金
）ま
で

※
注
文
生
産
の
た
め
、
納
品
ま
で
3

〜
4
か
月
か
か
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
事
業

起
業
支
援
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
空
き
店
舗
な
ど
を
利
用

し
、
継
続
的
に
事
業
を
営
む
起
業
者

を
支
援
す
る
た
め
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
事
業
起
業
支
援
補

助
金
」
の
活
用
事
業
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◇
補
助
対
象
者

・
町
内
に
住
所
を
置
く
個
人
、

N
P
O
法
人
、
企
業
組
合

・
町
内
を
主
な
活
動
範
囲
と
す
る
任

意
団
体

◇
補
助
金
の
内
容

　
事
業
立
ち
上
げ
か
ら
軌
道
に
乗
る

ま
で
に
要
す
る
経
費
を
単
年
度
事
業

で
3
年
間
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
補
助
金
は
、
補
助
対
象
経
費
の
2

分
の
1
と
し
て
、
1
年
目
50
万
円
、

2
年
目
30
万
円
、
3
年
目
20
万
円
を

上
限
に
交
付
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
商
工
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

〜
公
民
館
講
座
〜

富
士
川
町
の
歴
史
を
学
ぼ
う

　
町
の
歴
史
を
ひ
も
解
き
な
が
ら
、

昔
の
富
士
川
町
を
楽
し
く
学
び
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

◇
開
催
日
（
全
3
回
）

　

5
月
17
日
（
水
）、
6
月
7
日

（
水
）、
7
月
7
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

◇
会
場　
町
民
会
館

◇
受
講
料　
無
料

◇
講
師　
文
化
協
会
郷
土
研
究
部

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
電
話
ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

有
害
獣
防
除
柵
設
置
補
助
金
に
つ
い
て

　
町
に
は
、
農
地
を
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
な
ど
の
有
害
獣
か
ら
守
る
防
除
施

設
（
簡
易
電
気
柵
な
ど
）
を
設
置
す

る
た
め
の
費
用
の
7
割
を
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
農
地
の
保
全
を
お
考
え

の
方
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
補
助
金
の
申
請
に
は
、
使
用
す
る

資
材
や
農
地
の
面
積
な
ど
の
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
農
林
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
ま
な
し
2
0
1
7

「Our world. Your move.

〜
人
間
を
救
う
の
は
、
人
間
だ
〜
」

　
「
5
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
」・「
5

月
8
日
は
世
界
赤
十
字
デ
ー
」で
す
。

赤
十
字
は
皆
さ
ん
か
ら
の
活
動
資
金

（
社
費
）に
よ
り
、世
界
1
9
0
か
国

の
赤
十
字
社・赤
新
月
社
と
協
力
し
、

大
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
や

紛
争
に
よ
る
難
民
へ
の
国
際
救
援
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
内
に
お

い
て
も
、
自
然
災
害
に
対
す
る
災
害

救
護
活
動
を
は
じ
め
、
救
急
法
な
ど

の
講
習
普
及
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
、
青
少
年
赤
十
字
活
動
、
地

域
医
療
を
担
う
赤
十
字
病
院
の
運

営
、
献
血
の
推
進
と
安
全
な
輸
血
用

血
液
の
供
給
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

道
的
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部

　
富
士
川
分
区
事
務
局

（
福
祉
保
健
課
内
）

　
☎
22
―
7
2
0
7
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平
成
29
年
度

★
写
真
教
室

　

美
し
い
花
や
風
景
を
き
れ
い
に

撮
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
す

　
一
眼
レ
フ（
ミ
ラ
ー
レ
ス
を
含
む
）

カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
技
術
の
基
本
、

レ
ン
ズ
の
特
性
な
ど
を
指
導
と
作
品

の
講
評
と
添
削
を
行
い
、
写
真
作
品

の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。（
コ
ン

パ
ク
ト
カ
メ
ラ
使
用
不
可
）

※
5
月
16
日
（
火
）
新
入
生
体
験
出

席
可

◇�

日　
時　
毎
月
第
3
火
曜
日
（
6

月
よ
り
）
午
後
7
時
30
分
〜

◇
町
民
会
館（
野
外
撮
影
実
習
あ
り
）

◇�

年
会
費　
4
，0
0
0
円（
教
材
年

4
冊
ほ
か
）

◇�

講　
師　
志
村
暢
三
（
写
団
ま
す

ほ
代
表
）

　
☎
22
―
3
5
7
1

★
ペ
ン
習
字
教
室

　

競
書
誌
「
ペ
ン
の
力
」
で
勉
強

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
、
メ
ー
ル
…
…
速
く
て

便
利
。
で
も
年
賀
状
く
ら
い
は
〝
描

き
文
字
”
で
気
持
ち
を
伝
え
た
い
も

の
で
す
。〝
美
文
字
”
始
め
ま
せ
ん

か
。

◇�

日　
時　
毎
週
水
曜
日
午
後
8
時

（
月
4
回
）

◇
場　
所　
町
民
会
館

◇
指
導
者　
長
沢
み
ど
り
先
生

　
　
　
　
　
☎
22
―
0
3
4
8

◇
会　
費　
月
1
，0
0
0
円

◇
誌　
代　
月
7
0
0
円

◇�

持
ち
物　
小
学
生
用
国
語
帳
（
10

マ
ス
）、
デ
ィ
ス
ク
ペ
ン

★
児
童
文
学
創
作
教
室

　

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
！

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
わ
く
わ

く
、
ド
キ
ド
キ
す
る
お
話
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
児
童
文
学
教
室
で
は
、
先
生
の
指

導
の
下
、
楽
し
く
創
作
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
定
期
的
に
作
品
集
の
発

刊
も
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も

歓
迎
し
ま
す
。

◇
日　
時　
毎
月
1
回
（
不
定
日
）

◇�

場　
所　
長
澤
妙
子
宅
（
天
神
中

條
）

◇
責
任
者　
笠
井
千
尋

　
　
　
　
　
☎
22
―
1
4
7
5

◇
入
会
金　
5
，0
0
0
円

◇
会　
費　
月
1
，0
0
0
円

★
ま
す
ほ
　
あ
や
め
コ
ー
ラ
ス

　

人
生
に
リ
ズ
ム
を

　
　
　

生
活
に
歌
声
を

　
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
づ
く

り
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
見
学
も
可
能
で
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
！

◇�

日　
時　
月
4
回
（
水
曜
日
）
午

前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場　
所　
町
民
会
館

◇
指
導
者　
有
泉
美
宇
子
先
生

◇
責
任
者　
深
沢
通
子

　
　
　
　
　
☎
22
―
0
3
0
6

◇
会　
費　
月
1
，5
0
0
円

★
陶
芸
教
室

　

手
づ
く
り
の
カ
ッ
プ
、

　
　
　
　
　
　

花
入
れ
な
ど

　
な
ぜ
か
愛
着
が
わ
い
て
き
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◇�

日　
時　
昼
の
部　
毎
月
第
1
・

3
水
・
木
曜
日　

午
後
1
時
〜　

夜
の
部　
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日　

午
後
7
時
〜

◇�

場　
所　
作
業
室
（
本
庁
舎
東
別

館
東
側
）

◇
責
任
者　
石
井
七
生

　
　
　
　
　
☎
22
―
2
1
0
5

◇
入
会
金　
3
，0
0
0
円

◇
会　
費　
昼
の
部�

3
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
夜
の
部�

2
，0
0
0
円

★
箏
曲
教
室

　

初
心
者
の
人
も
歓
迎
！

　
初
心
者
歓
迎・経
験
者
も
ど
う
ぞ
。

箏
は
文
化
協
会
「
絃
の
会
」
の
も
の

を
使
い
ま
す
。
箏
の
爪
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
楽
譜
は
実
費
で
お

願
い
し
ま
す
。

◇�

日　
時　
月
2
回
木
曜
日　
午
前

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場　
所　
町
民
会
館

◇
責
任
者　
原
田
眞
弓

　
　
　
　
　
☎
22
―
6
0
4
3

◇
会　
費　
年
間
5
，0
0
0
円

●
お
申
し
込
み

　
5
月
30
日
（
火
）
ま
で
直
接
ま
た

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
教
育
委
員
会（
教
育
文
化
会
館
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

●
お
問
い
合
わ
せ

　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

　
☎
22
―
8
8
1
1

2
0
1
7
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た

　
3
月
19
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
の
3
種
目

を
各
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
大
会
で
し
た
が
、
約

1
0
0
名
の
参
加
者
の
も
と
盛
大
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
中
学
の
部
に
お
い
て
は
増
穂

中
、鰍
沢
中
、

身
延
中
の
生

徒
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
白

熱
し
た
試
合

が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
の
予
定

　
サ
ッ
カ
ー

　
　
5
月
7
日（
日
）、
21
日（
日
）

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
5
月
7
日（
日
）、
28
日（
日
）

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
中
部
）

　
　
5
月
3
日（
水
祝
）、
17
日（
水
）

　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

　
　
5
月
11
日（
木
）、
24
日（
水
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
教
育
委
員
会
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

寺
子
屋
学
級
生
徒
募
集

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り
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食
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
に
伴
う

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
し
て
い
く

た
め
、
国
お
よ
び
県
の
計
画
と
町
総

合
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、
町
に
お
け
る
健
全
な
食
生
活
を

目
指
し
て
「
食
育
」
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、『
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、

食
に
関
す
る
知
識
や
食
を
選
択
す
る

力
を
身
に
つ
け
、
食
べ
る
こ
と
の
大

切
さ
を
理
解
し
、
健
康
で
豊
か
な
食

生
活
を
育
み
、
誰
も
が
健
や
か
で
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
「
ふ
じ
か
わ
」
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。』を
基
本
理
念

に
次
の
8
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
食

育
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

①
家
庭
に
お
け
る
食
育
の
推
進

②
地
域
に
お
け
る
食
育
の
推
進

③
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
に
お
け

る
食
育
の
推
進

④
地
産
地
消
に
よ
る
食
育
の
推
進

⑤
食
文
化
継
承
へ
の
取
り
組
み

⑥
食
の
安
全
・
安
心
確
保
へ
の
取
り

組
み

⑦
環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
の
推
進

⑧
食
育
推
進
運
動
の
推
進

　
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
取
り
組
ん
だ
中
で
見
え
て
き
た
課

題
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
な
課

題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
ふ

ま
え
て
「
第
2
次
富
士
川
町
食
育
推

進
計
画（
平
成
29
〜
33
年
度
）」を
策

定
し
ま
し
た
。

◆
共
食

　
女
性
の
社
会
進
出
や
就
業
形
態
の

多
様
化
、
核
家
族
化
の
進
行
に
伴
う

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、

家
族
が
一
緒
に
食
卓
を
囲
む「
共
食
」

の
機
会
が
減
少
し
、
子
ど
も
た
ち
の

個
食
化
や
朝
食
の
欠
食
傾
向
と
、「
食
」

を
と
り
ま
く
環
境
が
変
化
し
、
適
切

な
食
生
活
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◆
塩
分
摂
取
量

　
1
日
の
塩
分
摂
取
量
の
目
標
は
男

性
8
g
、
女
性
7
g
で
す
。

　
山
梨
県
民
の
塩
分
摂
取
量
は
男
性

11
・
5
g
、
女
性
9
・
5
g
と
な
っ

て
お
り
、
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が

依
然
と
し
て
目
標
値
よ
り
多
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
食
生
活
の
欧
米
化

が
進
み
、
外
食
や
中
食
（
惣
菜
や
弁

当
を
買
っ
て
食
べ
る
こ
と
）
の
機
会

が
増
え
る
こ
と
で
、
塩
分
摂
取
量
が

気
づ
か
ぬ
う
ち
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
食
生
活
は
子
育
て

世
代
や
働
き
盛
り
世
代
に
顕
著
に
み

ら
れ
、
生
活
習
慣
病
な
ど
健
康
へ
の

影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
い

世
代
か
ら
の
食
生
活
の
見
直
し
と
改

善
が
本
町
の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
に
「
共
食
の
推
進
」
と
「
塩
分

摂
取
量
の
減
少
」
に
む
け
た
活
動
を

加
え
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
「
食
育
の
推
進
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

◇
募
集
場
所　
長
澤
農
園（
4
区
画
）

◇
応
募
開
始　
5
月
1
日

【
1
回
目
】　
午
前
8
時
30
分
〜
40
分

【
2
回
目
】　
午
前
8
時
40
分
以
降
随

時◇
貸
付
期
間　
平
成
31
年
3
月
31
日

ま
で

◇
1
区
画
（
50
㎡
）
賃
料

　
年
額
2
，0
0
0
円（
年
度
途
中
の

場
合
は
月
割
り
残
額
）

◇
対
象
者　
町
内
在
住
の
方
ま
た
は

団
体

◇
申
込
方
法　
所
定
の
申
し
込
み
用

紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

農
業
委
員
会
ま
で
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
お
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
原
則
先
着
順
で
す
が
、
1
回
目
の

募
集
の
み
募
集
区
画
数
を
超
え
た
場

合
に
、
く
じ
引
き
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
空
き
区
画
が
無
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
の
で
、
2
回
目
の
募

集
は
行
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
受
け
付
け
・
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
振
興

課
内
）

　
☎
22
―
7
2
0
2

福祉保健課
健康増進担当
☎22－7207

　
町
で
は
、皆
さ
ん
に
野
菜
や
花
な
ど
の
栽
培
を
通
し
て
自
然
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、農
園
を
貸
し
出
し
ま
す
。
好
評
に
つ
き
、お
1
人
様
1
区
画
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、す
で
に
市
民
農
園
を
借
り
て
い
る
方
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。（
た
だ
し
、募
集
か
ら
1
か
月
経
過
後
も
応
募
が
な
い
場
合
は
、

既
利
用
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。）

市
民
農
園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

まほらの湯

コメリ

おかめ鮨

長澤農園

町立第２保育所

南アルプス市鰍沢

長澤農園

④

農
道

⑤

⑧

⑥

第
2
次
富
士
川
町
食
育
推
進

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
!!

富
士
川
町
食
育
推
進
計
画
と
は

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

新
た
な
課
題
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リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
の
パ
パ
も
「
イ

ク
メ
ン
」
！　
積
極
的
に
育
児
や
家

庭
に
関
わ
り
、
や
さ
し
く
、
カ
ジ
ュ

ア
ル
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
パ
パ
だ

そ
う
で
す
。
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
で

し
ょ
う
か
。

　
町
で
も
、
お
父
さ
ん
が
子
ど
も
を

抱
っ
こ
し
て
、
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物

を
し
て
い
る
夫
婦
や
入
園
式
・
卒
園

式
に
出
席
し
て
い
る
お
父
さ
ん
の
姿

が
多
く
見
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、「
自
分
の
仕
事
が

終
わ
っ
て
も
帰
れ
る
雰
囲
気
で
は
な

い
」と
か
、「
子
ど
も
の
こ
と
で
有
休

す
ら
取
り
づ
ら
い
。
ま
し
て
、
育
休

な
ど
…
」
と
い
う
声
が
巷
で
聞
か
れ

る
の
も
確
か
で
す
。

　
い
ま
、
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
盛

ん
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に「
長

時
間
労
働
の
是
正
」
に
つ
い
て
は
、

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制
や
残
業

時
間
の
上
限
規
制
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
時
間
労
働

を
削
減
し
、
労
働
の
質
を
高
め
る
こ

と
が
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
イ
ク
ボ
ス
」の
出
番
で

す
。
イ
ク
ボ
ス
と
は
、
育
児
を
優
先

す
る
イ
ク
メ
ン
を
は
じ
め
、
社
員
の

価
値
観
と
人
材
の
多
様
化
に
対
応

し
、
部
下
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
配
慮

し
つ
つ
、
良
い
仕
事
も
さ
せ
ら
れ
る

上
司
の
こ
と
で
す
。
管
理
職
の
意
識

変
革
と
職
場
環
境
の
改
善
が
、
企
業

業
績
に
も
好
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

認
識
さ
れ
、
国
も
施
策
を
出
し
て
応

援
し
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
警
で
は
、
昨
年
の
6
月
に

幹
部
職
員
が
「
イ
ク
ボ
ス
」
宣
言
を

し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
（
仕
事
と
生
活
の
両
立
）
を
推
進

す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

「
時
間
外
勤
務
を
当
た
り
前
と
す
る

意
識
を
改
革
す
る
」
と
明
記
し
、
男

性
職
員
に
は
配
偶
者
出
産
休
暇
な
ど

の
完
全
取
得
を
、
女
性
職
員
に
は
出

産
や
育
児
で
退
職
す
る
こ
と
な
く

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
職
場
づ
く

り
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
も
、
昨
年
の
12
月

27
日
に
「
イ
ク
ボ
ス
」
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。
宣
言
は
「
仕
事
を
効
率
的

に
終
わ
ら
せ
早
く
帰
る
部
下
を
評
価

し
ま
す
」
な
ど
の
5
項
目
＋
個
人
の

目
標
だ
そ
う
で
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
企
業
や
地
方
自

治
体
の
ト
ッ
プ
が
意
識
を
変
え
、「
イ

ク
メ
ン
」
を
増
や
す
こ
と
が
今
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
狂
犬
病
に

つ
い
て
ご
存
知
で
す
か
？　
意
外
と

知
ら
な
い
狂
犬
病
の
症
状
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

恐
ろ
し
い
！

狂
犬
病
は
人
畜
共
通
感
染
症

　
狂
犬
病
は
、
人
を
含
め
た
す
べ
て

の
哺
乳
類
が
感
染
し
ま
す
。
現
在
で

も
世
界
中
で
発
生
し
て
お
り
、
年
間

5
万
5
千
人
の
方
が
死
亡
し
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
50
年
以
上
発
生
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、隣
国
の
韓
国
を
始
め
、

中
国
な
ど
で
は
発
生
が
あ
り
油
断
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
狂
犬
病
は
、
咬
ま
れ
た
傷
口
か
ら

感
染
し
、
神
経
を
伝
わ
り
脳
へ
侵
入

し
ま
す
。
感
染
し
た
犬
は
、
最
初
は

元
気
で
す
が
、
食
欲
の
低
下
な
ど
の

変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
落

ち
着
き
を
失
い
、
目
的
な
く
徘
徊
し

た
り
、
目
の
前
の
も
の
に
理
由
も
な

く
咬
み
つ
き
ま
す
。

　
こ
の
病
気
は
、
症
状
が
表
れ
て
し

ま
う
と
有
効
な
治
療
法
が
な
く
、
ほ

ぼ
1
0
0
％
の
確
率
で
死
亡
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
予
防
注
射
を
す
る
こ
と

で
感
染
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
く
て

も
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
こ
と
か
ら
、飼
い
犬
に
し
っ

か
り
と
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
は
、
犬
を
狂
犬
病
か
ら
守
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、飼
い
主
自
身
や
家
族
、

近
所
の
住
人
や
ほ
か
の
動
物
へ
の
感

染
を
防
止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
す
。

犬
の
フ
ン
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す

　
昨
今
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
さ
ま
ざ

ま
な
動
物
が
飼
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
中
で
も
、犬
は
一
番
多
く
、

全
国
で
約
6
5
0
万
頭
、
町
で
も
現

在
約
9
0
0
頭
が
飼
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、『
ペ
ッ
ト
は
家
族
』と
い

う
意
識
の
飼
い
主
さ
ん
も
多
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
反
面
、
町
に
は
犬
の
フ
ン
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
通
行
人
が
踏
ん
だ
り
、
犬

の
体
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
ら
嫌
で
す

ね
。「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」と
思
わ

ず
に
、
フ
ン
の
放
置
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
持
参
し
持
ち

帰
っ
て
処
分
す
る
な
ど
、
も
う
一
度

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

マ
ナ
ー
と
は
、相
手
に
対
し
て
の

思
い
や
り
、
心
遣
い

　
犬
だ
け
で
な
く
、
ペ
ッ
ト
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
傾
向
に
あ
る
昨

今
。
し
か
し
、
動
物
た
ち
に
罪
は
あ

り
ま
せ
ん
。
問
わ
れ
て
い
る
の
は
飼

い
主
の
マ
ナ
ー
で
す
。

　
お
互
い
に
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
気

持
ち
よ
く
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
季
節
で

す
ね
。
も
う
接
種
は
済
ま
せ
ま
し
た

か
？

　
狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
生
後
91
日

以
上
の
犬
は
、
年
1
回
、
4
月
1
日

か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
間
に
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
※
こ
の
期
間
に
対
象
に
な
ら
な

い
犬
に
つ
い
て
は
、
獣
医
さ
ん
と
相

談
し
て
接
種
し
ま
し
ょ
う
）
予
防
接

種
を
受
け
た
ら
、
役
場
で
注
射
済
証

の
交
付
を
受
け
、
必
ず
鑑
札
と
一
緒

に
犬
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

環境担当です
こんにちは！

上司の支援が
「イクメン」増へ !!

富士川町
男女共同参画推進委員会

町民生活課　生活環境担当　☎22－7209
Vol.7

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
峡
南
医
療

セ
ン
タ
ー
富
士
川
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
餐あ

い

場ば

で
す
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
各
施
設
に
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
職
員
が
勤
務

し
て
い
ま
す
が
、
富
士
川
病
院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
に
は
理
学
療
法

士
5
名
・
作
業
療
法
士
が
1
名
在
籍

し
て
い
て
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
、
疾
患
・

怪
我
な
ど
に
よ
り
心
身
機
能
・
日
常

生
活
動
作
能
力
の
低
下
ま
た
は
恐
れ

の
あ
る
患
者
様
が
医
師
の
指
示
の
も

と
在
宅
で
お
だ
や
か
で
安
定
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
す
。簡
潔
に
言
う
と
、

入
院
や
外
来
の
患
者
様
が
在
宅
で
快

適
に
生
活
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
を

す
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
（
多
く
の

患
者
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
）。

『
フ
レ
イ
ル
』
っ
て
何
？

　
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
フ
レ
イ
ル
と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？　
フ

レ
イ
ル
と
は
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗

力
が
低
下
し
健
康
障
害
を
来
た
し
や

す
い
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
（
一

般
的
に
は
年
齢
に
伴
っ
て
筋
力
や
心

身
の
活
力
が
低
下
し
た
状
態
を
指
し

ま
す
）。
特
に
年
配
の
方
で
は
、身
体

障
害
は
ま
だ
な
く
生
活
機
能
は
自
立

し
て
い
る
の
で
す
が
、
体
調
に
負
の

変
化
が
起
こ
る
と
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
罹
患
、転
倒
な
ど
）、一
部
の
方
は

要
介
護
状
態
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
一
部
の
方
は
フ
レ
イ
ル

状
態
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
次
の
よ

う
な
評
価
表
で
活
動
性
の
自
己

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
体
重
減
少（
年
に
2
〜
3
kg
以
上
）

□
以
前
よ
り
疲
れ
や
す
い

□
筋
力
が
落
ち
た
（
自
己
感
）

□
歩
く
の
が
遅
く
な
っ
た
（
信
号
が

青
の
う
ち
に
横
断
歩
道
を
渡
り
き
れ

な
い
）

□
活
動
性
低
下
（
趣
味
で
活
動
を
し

な
く
な
っ
て
き
た
・
億
劫
に
な
っ
て

き
た
）

　
こ
の
う
ち
3
つ
以
上
が
当
て
は
ま

れ
ば
フ
レ
イ
ル
の
可
能
性
が
あ
り
そ

う
で
す
。
当
て
は
ま
っ
た
か
ら
と

言
っ
て
「
私
が
フ
レ
イ
ル
？　
困
っ

た
」
と
過
度
に
心
配
を
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
フ
レ
イ
ル
は
疾
患
で
な
く

状
態
な
の
で
栄
養
摂
取
改
善
・
適
度

な
運
動
な
ど
で
充
分
改
善
が
期
待
で

き
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
状
態
に
な
ら
な

い
た
め
の
一
般
的
予
防
法
を
頭
に
入

れ
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

フ
レ
イ
ル
予
防
法

1
．
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
を
含
む
食
事
を
摂
取

2
．
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
適
度
な
運
動
を
日
々
行
う

3
．
身
体
の
活
動
量
や
認
知
機
能
を

定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク

　
こ
れ
は
自
分
で
は
な
か
な
か
難
し

い
で
す
が
、
市
町
村
の
総
合
事
業
や

介
護
予
防
教
室
な
ど
に
参
加
し
て
み

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

4
．
感
染
予
防

　
高
齢
者
の
体
力
が
ガ
ク
ッ
と
落
ち

る
き
っ
か
け
と
し
て
、
肺
炎
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
す
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
罹
患
予
防
・
症
状
悪

化
予
防
の
た
め
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
肺
炎
球
菌
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

5
．
適
切
な
治
療
や
ケ
ア

　
病
気
や
怪
我
の
手
術
後
は
病
院
で

栄
養
摂
取
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
適
切
な
治
療
・
ケ
ア
後
、
自
宅

へ
戻
っ
て
も
適
切
な
栄
養
摂
取
・
運

動
の
継
続
を
す
る
。

6
．
薬
の
種
類
が
多
い
人
は
主
治
医

と
相
談

　
色
々
な
お
医
者
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
薬
を
も
ら
っ
て
い
る
と
、
例
え
ば

睡
眠
作
用
の
あ
る
薬
が
重
な
る
と
活

動
性
が
低
下
し
た
り
す
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
主
治
医
に
相
談
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

〜
以
上
N
H
K
解
説
委
員
室
：

N
H
K�

O
N�

L
I
N
E　

ほ
か
参

考
〜

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
年
を
重
ね

高
齢
に
な
る
と
若
い
頃
と
比
べ
日
常

生
活
に
お
い
て
、
で
き
な
い
動
作
が

多
く
な
っ
た
り
忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
た

り
し
ま
す
、
い
わ
ゆ
る
心
身
の
老
化

現
象
で
す
。
老
化
現
象
は
誰
に
で
も

起
こ
る
心
身
の
変
化
す
が
、
健
康
寿

命
を
少
し
で
も
長
く
保
つ
た
め
に
、

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
適
度
な
栄

養
摂
取
と
運
動
を
す
る
こ
と
が
一
番

大
切
で
す
。「
知
っ
て
る
よ
、そ
ん
な

こ
と
は
。
健
康
教
室
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
聞
い
た
よ
・
某
み
の
も
ん
○
の

T
V
で
見
た
よ
。」と
言
う
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
。で
も
実
行
す
る
こ
と・

継
続
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
よ

ね
。
私
も
職
場
健
診
で
「
メ
タ
ボ
で

す
、生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
上
手
く
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
す
。

医
療
関
係
者
な
の
に
恥
ず
か
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
お
話
が
、
皆

さ
ん
の
今
後
の
生
活
に
お
け
る
健
康

感
・
介
護
予
防
知
識
に
一
石
投
じ
ら

れ
た
と
し
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

最
後
ま
で
お
読
み
く
だ
さ
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

峡南医療センター
リハビリテーション科
餐
あい

場
ば

康 士長が担当です

健
康
い
き
い
き
情
報

介
護
予
防
の
た
め
の
基
礎
知
識
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　今年度、町内で初めて8名の女性消防団員が任命されました。
女性消防団員で広報啓発班の班長を務める芦澤晶子さんにお話を
伺いました。

■普段はどのようなお仕事をされていますか？
　富士川町役場の福祉保健課で介護福祉担当として、介護保険や
高齢者福祉に関する業務を行っています。

■どんな思いから消防団に入ろうと思いましたか？
　女性消防団員として活動してみないかと上司に声を掛けられた
ことがきっかけですが、もともと地域に貢献できる活動に関心が
あり、消防団という立場で私も地域に貢献することができるので
はないかと考え、入団を決めました。

■どのような活動をするのですか？
　女性消防団員は、基本的には現場での消火活動などは
行わず、火災予防の広報や高齢者への防火教育、応急手
当の普及などの活動を行っていきます。

■最後にひとこと
　消防団は男性の世界だと思っていましたが、女性だか
らこそできる活動もたくさんあります。女性の力で地域
の防災力を今以上に向上させていきたいですね。

〜女性の力で防災力を向上させる〜

芦澤　晶子さん（最勝寺）

【
短　

歌
】

牛
乳
パ
ッ
ク
の
く
ち
の
固
き
を
朝
あ
さ
に
嘆
き
ゐ
る
な
り

手
を
病
む
吾
は	

竹
ノ
内
み
さ
ほ

念
入
り
に
化
粧
を
し
た
る
こ
の
ひ
と
日
誰
に
も
逢
は
ず

暮
れ
ゆ
か
む
と
す	

戸
田
き
よ
子

雨
晴
れ
を
土
手
の
な
だ
り
に
陰
お
と
す
幹
の
か
ぐ
ろ
き
桜
の
大
樹

	

遠
藤　

千
鶴

【
俳　

句
】

幼
子
の
歩
み
危
し
花
し
ど
み	

樋
口　

易
子

春
寒
し
背
中
合
せ
の
駅
の
椅
子	

深
沢
ゑ
み
子

ま
ば
た
け
ば
ま
ば
た
き
返
す
春
の
星	

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

か
ら
っ
ぽ
に
な
る
ま
で
話
し
雨
あ
が
る	

樋
口　

文
子

踏
み
出
し
た
一
歩
過
去
は
過
去
に
し
て	

鮎
川　

弘
子

肩
で
息
し
て
も
生
き
る
ぞ
生
き
る
ん
だ	

大
森　

征
子
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大法師さくら祭り開催

100歳の誕生日
おめでとうございます

六郷〜増穂 IC開通

　3月 29 日（水）から 4月 9日（日）まで、大法師
さくら祭りが開催されました。今年は、例年に比べ桜
の開花が遅れましたが、週末にはさまざまなイベント
が行われ、多くの来場者で賑わいました。

　4月 3日（月）、深澤
みや子さん（小室）が、
めでたく 100 歳を迎
えられました。
　若い頃は毎日徒歩で
通勤していたという深
澤さん。これからも元
気で長生きしてくださ
い。

　3月19日（日）、
中部横断自動車道
の六郷〜増穂イン
ターチェンジ間の
9.3km が開通し
ました。これによ
り、県内外から町
へのアクセスが向
上し、観光や防災
面での効果が期待
されます。

パフォーマンスコンテスト　グランプリ受賞
　4月 8日（土）、
甲府市舞鶴公園広
場において「輝
け！第 15 回武田
節全国音楽祭 in
やまなし　2017
スーパー風林火山
パフォーマンスコ
ンテスト」が開催
され、県内外から
25 組約 400 人が
出場する中、「甲州
YOSAKOI 凛 舞
増穂」の皆さんが
見事、最高賞のグ
ランプリを受賞し
ました。

希望を胸に新たな1歩
入所、入学おめでとう

　町内の保育所、小・
中学校において、入
所式、入学式が行わ
れました。期待と不
安で胸いっぱいの 1
年生が、少し緊張し
た表情で新たな学校
生活をスタートさせ
ました。平成 29 年
度の小学校への入学
児童は 122 人、中学
校への入学生徒は
94人です。

▲鰍沢小学校入学式（ 4月 6日）

▲消防団によるはしご乗り ▲日本酒「本菱」の完成披露会で行
われた振る舞い酒
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

春
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

毎
年
好
評
の
春
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
！

　
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
や
ク
ラ
フ
ト

作
品
・
遊
休
品
・
農
産
物
・
軽
飲
食

な
ど
が
出
店
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
道
芸
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
コ
ー
ナ
ー
や
子
ど
も
お
は
な
し
会

も
あ
り
ま
す
。

◆
日
時　
5
月
21
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

◆
会
場　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
庭
園

（
小
雨
決
行
）

【
募
集
情
報
】

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

「
友
の
会
」
会
員
募
集

　
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
会
員
を
募
集

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
会
員
特
典
内

容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
特
典
を
充

実
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
速

報
版
に
て
多
彩
な
公
演
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間　
随
時
。
年
度
途
中
の

加
入
も
で
き
ま
す
。

◆
会
員
期
間　
4
月
〜
平
成
30
年
3

月◆
会
費　
2
，0
0
0
円（
年
度
途
中

の
加
入
も
同
額
で
す
）
※
家
族
会
員

の
制
度
は
終
了
し
ま
し
た
。

◆
申
込
方
法　
所
定
の
申
し
込
み
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ま
す
ほ

文
化
ホ
ー
ル
の
事
務
所
で
会
費
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

◆
会
員
特
典

①
指
定
の
公
演
チ
ケ
ッ
ト
を
3
枚
ま

で
優
先
予
約

②
指
定
の
公
演
チ
ケ
ッ
ト
の
割
引

（
会
員
お
1
人
様
に
付
き
1
枚
）

③
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
ド
リ
ン
ク
1
0
0

円
券
（
5
枚
）
プ
レ
ゼ
ン
ト

④
自
由
席
公
演
優
先
入
場
券（
3
枚
）

プ
レ
ゼ
ン
ト

※
当
ホ
ー
ル
が
主
催
す
る
自
由
席
の

公
演
に
お
い
て
、
一
般
の
方
よ
り
先

に
ご
入
場
で
き
る
入
場
券
で
す
。（
公

演
チ
ケ
ッ
ト
は
別
途
必
要
で
す
）

⑤
最
新
の
公
演
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
③
・
④
の
券
は
会
員
の
同
伴
の
方

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

※
5
月
発
売
公
演
の
会
員
価
格
表
示

の
あ
る
も
の
か
ら
特
典
対
象
と
な
り

ま
す
。
お
手
続
き
は
お
早
め
に
！

各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
！

　

今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳

細
に
つ
い
て
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
体
験
講
座

・
映
画
制
作
入
門
講
座

・
矢
崎
仁
司
監
督
映
画
制
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

・
N
H
K
放
送
研
修
・
日
本
語
セ
ン

タ
ー
「
司
会
・
ア
ナ
ウ
ン
ス
入
門
講

座
」

・
殺
陣
師
齊
藤
嵩
也
指
導
「
殺
陣
体

験
講
座
」

・
プ
ロ
ド
ラ
マ
ー
杉
山
一
士　
ド
ラ

ム
講
座

・
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
体
験

講
座

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX�22－8815
Mail��info@fbkh.jp

ますほ文化ホール

NEWS
ますほ文化ホール

▲ドラム講座（昨年の様子）
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税金は納期限内に納めましょう !!
〈町税・国民健康保険税の滞納処分の状況をお知らせします〉
滞納処分等の件数　【期間：H28.4.1〜H29.3.31】� ［単位：件 ※（　）内は3月増加分］

財産差押　計78（＋3）
捜索 公売 タイヤロック

預貯金 保険（共済） その他
53（＋1） 11（＋1） 14（＋1） 10（＋1） 4（＋1） 4（＋3）

◆5月のホームゲーム　（山梨中銀スタジアム・小瀬）
・� 3日（水祝）　14：00　VS横浜F・マリノス（ルヴァンカップ）
・� 7日（日）　14：00　VSジュビロ磐田
・20日（土）　14：00　VSサンフレッチェ広島（☆富士川町サンクスデー☆）

新刊案内
【児童書】
『 5分後に意外な結末』（全 5巻）
『暗号クラブシリーズ』（全 7巻）
『怪談オウマガドキ学園』（全 5巻）
『はじめてよむ　こわ〜い話』（全 10巻）
『新モンスター・ホテルシリーズ』（全 10巻）
『朝の読書向け短編集　ぞくぞく☆びっくり箱』（全 5巻）
『青い鳥文庫「パティシエ☆すばる」セット』（全 8巻）　など

【スポーツ・あそび】
『めざせ！学校なぞなぞキング』（全 5巻）
『おしゃれでかわいい折り紙』
『たのしいあやとりチャレンジ』
『はじめて工作！』『オリンピックのアスリートたち』（全 4巻）
『スポーツがうまくなる！まんが入門シリーズ』（全 4巻）　など

小さな
本の大きなせかい
2017 年・第 59回

こどもの読書週間
4月23日（日）〜 5月 12日（金）

毎週、新刊書が届きます。
ご期待ください！

毎年、タイトルを入れ替えています。
『文芸春秋』など、お楽しみに！

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　10 万円　渡邊光弥様（青柳町）
　　　    　　　渡邊泰様（青柳町）
　「亡父　茂様のご遺志により町の振興のために」
一金　30 万円　保坂徹也様（中部）
　「亡母　豊子様のご遺志により町の教育振興のために」
一金　30 万円　匿名様（町出身甲府市在住）
　「広報ふじかわの発展のために」
一金　10 万円　小澤重平様（最勝寺）
　「亡姉　美枝子様のご遺志により町の福祉のために」

戸籍の窓
自 3月 1日　至 3月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
 最　勝　寺  三井　里桜 （り　お）  女  俊　宏
 長　　　   遠藤　結菜 （ゆいな）  女  郁　弥
  〃  雨宮　一真 （かずま）  男  龍　司
 大　　　椚  川住　海花 （みはな）  女  裕　幸
 青　柳　町  渡辺凌太朗 （りょうたろう）  男  直　哉
  〃  望月　志寿 （し　ず）  女  良　樹
 小　　　室  山田　心陽 （こはる）  女  雄　貴
 鰍　沢　北  保坂　美月 （みづき）  女  健　太
  〃  中込　和花 （わ　か）  女  広　人
  〃  佐野　一翔 （かずと）  男  桂

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
 天 神 中 條  齊藤　吉紀  早希子  （ 古 屋 ）
 大　久　保  望月　新太  幸　恵  （ 村 松 ）
 長　　　   折居　広介  美　緒  （ 望 月 ）
 大　　　椚  河澄（斧田）龍之介  彩　那
 青　柳　町  深澤　宏一  亜友美  （　林　）
  〃  井上　潤一  菜　緒  （ 矢 川 ）
 鰍　沢　北  小林　弘明  菜　緒  （ 望 月 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
 最　勝　寺  前林　千秋  90  岩　　子
 天 神 中 條  安𠩤つる江  87  明　　美
  〃  秋山　 平  88 
 大　久　保  鮫田　力雄  88  賢
 小　　　林  有泉　一行  71  望月厚司
 長　　　   石川よしの  100  正　　彦
  〃  志村　忠三  89  忠　　文
 青　柳　町  秋山　　尚  45  榮　　二
  〃  依田　秋江  85  誠　　司
 小　　　室  依田冨士根  96  幸　　次
 髙　　　下  仙洞田しづゑ  84  達　　也
  〃  樋口あき子  102  義　　久
 鰍　沢　中  宮しげ子  94  雨宮隆夫
  〃  河住　琴江  94  篤
  〃  青栁　　敏  80  伸　　代
  〃  平岡　三次  96  孝　　啓
 中　　　部  依田　政子  91  美 知 子

ひとのうごき（ 4月 1日現在）
人　口	 15,575 人	 （− 31）
　男	 7,585 人	 （− 20）
　女	 7,990 人	 （− 11）
世　帯	 6,323 戸	 （＋ 	 7）	 ※ (　) 内は対前月比

スタジアムで応援しよう！

一般書

雑　誌
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

杉本　笑
え

舞
ま

ちゃん　5歳（鰍沢北）
　

米長　芽
めぶき
吹ちゃん

（平成 29年 2月・青柳町）
父　祐樹さん・母　美奈さん

米長　息
いぶき
吹くん

（平成 27年 6月・青柳町）
父　祐樹さん・母　美奈さん

小松　らんちゃん
（平成 27年 2月・大久保）
父　健さん・母　あおさん

詳し
くは
こち
ら

富士川町　アイドル

　ブランコが大好きな、らん。
これからも元気に育ってね！

　よく笑い、泣いたり、怒っ
たり、たくさんの表情を見せ
てくれる芽吹ちゃん。これか
らもたくさん可愛い笑顔見せ
てね。

　お歌を歌ったり、踊ったり、
車が大好きな息吹くん。これ
からも元気いっぱいで成長し
ていってね。

　

い
つ
も
に
こ
に
こ
笑え

顔が
お

で
す
て
き
な
お

母か
あ

さ
ん
。笑わ
ら

っ
て
い
る
顔か
お

が
大だ
い

好す

き
で
す
。

　

頑が
ん

張ば

っ
た
と
こ
ろ
は
、
好す

き
な
色い
ろ

で
描か

い
た
服ふ
く

で
す
。

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
政
策
秘
書
課

〒
400−

0592　
電
話
（
0556）

22−7216


